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 私 の 普 及 へ の 取 り 組 み  

なぜ「ナヴィゲーション

スポーツ」なのか？ 
村越 真 

 
読図講習会での村越さん 

 

2005年ごろから、「ナヴィゲーショ

ンスポーツ」という考え方を前面に出

し、私自身普及活動を行ってきました。

またその一部はＪＯＡでの活動方針

にも反映させています。昨年の普及方

法研修会でも、伝統的なオリエンテー

リングの範疇から外れるキッズＯ、ク

イック O、ロゲイニング、読図講習な

どを取り上げました。またＪＯＡでは、

ロゲイニングシリーズをロゲイニン

グ協会と共催しています（各イベント

は、各地のクラブその他から自発的に

出てきたものです）。 

今回の特集の元になったマガジン

編集者内部での議論の焦点は、そのよ

うな普及の方向性の是非に関してで

した。そこで、普及にあたって「なぜ

ナヴィゲーションスポーツなのか？」

という点に絞り、私の考えるところを

紹介します。 

 

ナヴィゲーションスポーツという

考え方を前面に出す理由は、以下の３

点です。 

①外部との接点を広げる 

②誇りを持てるアイデンティティ

ーの確立 

③社会的な評価の確立 

 

１．外部との接点を広げる１．外部との接点を広げる１．外部との接点を広げる１．外部との接点を広げる    
1990 年代後半以降、オリエンテー

リングは普及に成功してきたとは言

えません。努力不足も一因ですし、学

校教育や野外活動施設でのプログラ

ムとしての適性が落ちたのも一因だ

と考えられます（もっとも、教育機関

でのオリエンテーリングの普及は、

「間違ったイメージを生み、むしろマ

イナス面もある」という面は否定でき

ません）。 

やっていない人でも自然に目に触

れる可能性があり、見てかっこいい、

と思いにくいオリエンテーリングに

とって、とにかくやったことのない人

に体験してもらう機会を増やすこと

が肝心です。 

 

1990 年代、オリエンテーリングは

競技として非常に洗練されました。一

方で、多くの新参者にとってそのこと

自体が敷居になっていると考えられ

ます。クラス分けや複雑な要項、競技

ルール、もちろん、コース設定も大き

な障壁です。一般の人にとって、獣道

のような５番の道を歩くだけでも冒

険です。ましてや O-mapでようやく

表現されるような尾根や谷にあるコ

ントロールを探すのは、「宝探し」に

等しい。競技者ならそのようなチャレ

ンジに挑まなければなりませんが、そ

れだけではオリエンテーリングは多

くの人にとって手の届かないスポー

ツになってしまいます。2000 年代前

半にアウトドアの他の領域の人やイ

ベントに触れてみたとき、一番感じた

のはこの点でした。その接点を広げる

ためにも、ナヴィゲーションというよ

り広い切り口が必要なのです。 

 

オリエンテーリングとナヴィゲー

ションスポーツの関係を理解するた

めに、1500m とジョギング／マラソ

ンとの関係を考えてみましょう。

1500m は短距離と長距離の中間に位

置する非常にハードな競技です。しか

し、ゆっくり走れば十分走りきれる距

離です。1500m を楽しむには有酸素

と無酸素の閾値にある自分をコント

ロールしつつ最大限の力を出すよう

にさせるハードな練習が必要です。し

かしそれが可能な人は多くはない。一

方で、マラソンなら走りきるだけで達

成感があります（もちろん、そこに至

るトレーニングが必要なことは

1500mと変わりませんが）。近年トレ

ランが人気を呼んでいるのも、初級者

でも比較的容易に達成感を得られる

事と無縁ではありません。オリエンテ

ーリングの最大の面白さもスピード

と正確さのバランスにありますが、そ

の醍醐味を感じるのは決して容易な

ことではありません。ロゲイニングを

中心とした長距離・長時間のナヴィゲ

ーションスポーツは、初心者でもオリ

エンテーリングよりも満足感（達成

感）を得られやすい。このようなステ

ップを用意することが普及には必要

です。 

 

もちろん、長期的な満足感・達成感

のためには、奥の深さも必要です。一

時的に楽しいだけのゲームでは、長く

は続かないでしょう。初期の徒歩オリ

エンテーリングはそうだったのだと

思います。現在のロゲイニング人気を

称して「原点回帰」という声もありま

す。より多くの人が楽しめるものを提

供するという点ではその通りですが、

同じ原点に戻ったのではなく、螺旋を

一周も二周も登って、平面でみれば原

点にいる。ナヴィゲーションスキルを

磨いたエリート集団、教授するにたる

ナヴィゲーションスキルの体系とそ

の指導法の蓄積、などは、螺旋を数周

も上がっていることの証と言えるで

しょう。1970 年代以前の大衆スポー

ツのイメージは「苦しさ敬遠」であっ

たが、1980 年代以降、大衆スポーツ

の中に、確実にストイックに自分を磨

く層が発生しています。見かけ上同じ

地点にいるように見えても、今後の展

開は間違いなく違ったものになるで

しょう。 

 

 

２．スポーツとしてのアイデン２．スポーツとしてのアイデン２．スポーツとしてのアイデン２．スポーツとしてのアイデン

ティティーの確立と誇りティティーの確立と誇りティティーの確立と誇りティティーの確立と誇り    
大学クラブは競技性を隠し、またト

リムを新入生には見せないという話

を聞いたことがあります。自分が取り

組んでいるスポーツに誇りを見いだ

せないのは悲しいことです。競技人口

が少ない故の「マイナー意識」も、オ

リエンテーリングには広く見られま

す。誇りを持てるアイデンティティー、

それがナヴィゲーションです。野山で

移動する競技も走る競技も、健康づく

りにつながるスポーツもいくらでも

あります。しかし、ナヴィゲーション

がスポーツになっているのは、オリエ

ンテーリングだけです（モータースポ

ーツは除く）。 

 

ナヴィゲーションは、アウトドア活

動者全員にとっては生命を左右すら

するスキルです。また地図を使ったナ

ヴィゲーションは日常生活でも行わ

れていますが、地図をちゃんと読め、

使いこなしている人はアウトドアの

世界ですら少ない。多くのオリエンテ

ーリング競技者は「ナヴィゲーション

のファンタジスタ」といってもいい存

在なのです。「ナヴィゲーション」と

いうキーワードを通して、多くのオリ

エンティアにそのことを理解しても

らいたいと思っています。 

もちろん、この点は社会に対する

PRが必要です。多くの人が地図を使
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ったナヴィゲーションを、失敗も含め

て経験することで、ナヴィゲーション

の重要性が理解できるとともに、オリ

エンティアのファンタジスタぶりを

理解することができるのです。ここに

も接点を広げるべき理由があります。 

ナヴィゲーションスキルはオリエ

ンテーリングの中核であり、アイデン

ティティーであるとともに、誇りの源

とも成り得ます。 

 

 

３．社会的評価の確立３．社会的評価の確立３．社会的評価の確立３．社会的評価の確立    
私たちの資産であるナヴィゲーシ

ョンスキルは、社会に対して発信する

ことで、アウトドアの安全や日常的な

効率に大きく貢献できます。山岳遭難

では年間 800人が道迷い遭難に陥り、

そのうち 30名程度が死亡しています

が、その全部ではないにしろ、一定数

の人の命を救い得る。さらに遭難予備

軍である数万人の人を不安や恐怖か

ら救うこともできる。実際、オリエン

テーリングの黎明期には、多くの登山

愛好者が読図スキルの習得のために

オリエンテーリングを始めました。現

在のオリエンテーリングを支える多

くの人材がその中から生まれました。 

スウェーデンでは、地域クラブが遭

難者の捜索に協力することもあると

いいます。余談ですが、先日私の大学

の大学院生が道迷い遭難で世間を騒

がせました。発見後、救出までに１日

以上を要したのは、地形上ヘリでのホ

イストが不可能であり、現地に隊員を

誘導することが難しかったからです。

遭難場所は、ヘリからの画像でわかっ

ていました。優秀なオリエンティアが

そこにいれば、もっと早く現地に救助

隊を導くことができたでしょう。 

 

社会的評価を確立するもう一つの

領域が学校教育です。自己決定、自己

による危機管理、体力と知力のバラン

スなど、他のスポーツにはない現代の

教育で育てるべき力に対応した特徴

を持っています。 

一方で、伝統的なオリエンテーリン

グには課題もあります。安全や地図の

準備、忙しい学校教育のスケジュール

にマッチしているかどうか。これらの

課題を解決して、学校教育で取り扱い

やすいオリエンテーリングのヴァリ

エーションを活用することは、将来の

オリエンティアを増やすという普及

面でも、オリエンテーリングの社会的

評価を確立させる点でも、重要なもの

です。キッズＯやクイックＯ、トレイ

ルＯは、地図や実施方式など、決して

元来のオリエンテーリングと同じも

のとは言えませんが、従来のオリエン

テーリングよりも、学校教育と相性の

よい実施法です。 

 

４．結論４．結論４．結論４．結論    
なぜ広がらないのか、に対する私の

答え（仮説）は、「接点が狭く、敷居

が高いから」です。普及には接点を広

げ、敷居を下げることが必要です。そ

のための具体的な道具立てはこの 10

年で随分確立されました。それをトー

タルに捉え、ＰＲできるコンセプト、

それが「ナヴィゲーションスポーツ」

です。あえて加えるならば、オリエン

テーリング愛好者自身が、オリエンテ

ーリングの価値に気づいていないこ

ともあげられます。それに対する答え

も、「ナヴィゲーション」にあると思

います。 

1970 年代の当初に徒歩オリエンテ

ーリングから始まった日本のオリエ

ンテーリングは、10 年の内に競技的

にも世界的にも評価されるレベルに

上がりました。今のようなエリート競

技者も、様々な蓄積もない時代です。

そのことを考えるとき、今私たちがす

べきことは、明確なアイデンティティ

ーを自覚し（威張る必要はないけれ

ど）、誇りを持って多様な外部との接

点を模索し続けることだと考えます。 

（村越 真） 

 

 

走るには室内から始める！ 
藤島由宇 

 
クイックOを説明する藤島さん 

 

普及記事の最後に、私からアイディア

…というよりは他のスポーツや、オ 

リエンテーリングの大学生レベルで

は行われている事についてお示しした

いと思います。 

 

これまでマガジンやオリエンティア

メールでも時折この事は触れているの

ですが、「小学生オリエンテーリング

選手権大会」を市町村、県、全国レベ

ルで開催する手はかなり有効なのでは

ないかと見込んでいます。今のオリエ

ンテーリング界には、全国的にもロー

カル的にも子どもたちが目指すべき大

会が無いのです。 

多くのクラブや協会では、毎年初心者

向け教室や市民向け大会の主管をされ

ておりますが、恐らく初心者教室を開

いても、それを試す場が無いから参加

者が集まらないのではないか？という

のが私の推し量る所です。 

ですからまず提案したいのは、「地域

の小学生オリエンテーリング選手権大

会」を開催することです。 

今まで三条も含め各地で「○○市民オ

リエンテーリング大会」という名のイ

ベントは開催されておりますが、この

イベントのその街に置ける立ち位置と

言いますか、スタンスが曖昧で不明確

に感じています。別にこの大会に優勝

してもそんなに凄いとか、褒められる

ような感じがしないのです。格が無い

という言い方も出来るかもしれません。

なぜかと言えば、この「市民大会」は、

市民が日々オリエンテーリングの練習

をしてその成果を発揮する場として目

指す大会ではないからです。 

愛知県や東京都など、都道府県単位で

「選手権大会」を開催している所はあ

りますが、もっとその範囲を狭めて行

う必要があります。そしてそのスポー

ツの将来があるかどうかは、子どもた

ちをいかにそのスポーツの虜に出来る

か？にかかっています。これが「小学

生選手権大会」の開催を提案する理由

です。 

小学生選手権で優勝すれば地域のオ

リエンテーリング小学生チャンピオン

という称号を得る事ができるわけです。

これは子ども（あるいはその家族）に

とって大変嬉しい事である事は間違い

ありません。 

優勝すれば連覇を目指して来年も参

加するでしょう。一方負けた方はリベ

ンジを果たそうと、これもまた来年参

加するでしょう。いずれにせよ「地域

の市民大会」よりも遥かに地元参加者

のリピーターの獲得が期待できるので

す。 

で、もっと速くなりたい、オリエンテ

ーリングの練習がしたいと言う子ども

に対してはスクールを設けてあげる

（理想はスポ少）…各地域においては、

初心者教室と市民大会がリンクしてい

ないから効果が上がっていないのでは

ないかと思います。 

「リピーター」と書きましたが、あく

まで普及とは仲間を増やす事であり、

オリエンテーリング大会の参加者を増

やす事ではないという主張にも変わり

はありません。仲間を増やすために必

要なのがクラブ（スポ少、学校の部活）

ということです。 

 

先の乗鞍での小学生大会は、私のこの

提案が多少反映されています。 

今月（11月）6、7日に岐阜乗鞍で「小

学生室内屋外オリエンテーリング大
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会」が行われ、私も6日の室内の部（ク

イックO）の準備で行って参りました。 
 

 
クイック O 低学年コース 

 

 
同上 高学年コース 

 

クイックOはこのようにオリエンテー

リングが初めての子どもを集めてもタ

イムを競うスポーツとして成立するコ

ンテンツです。クイックOのみの場合は

「小学生室内オリエンテーリング選手

権大会」とするのが良いと考えていま

す。 

今回は参加者も30人程度であっあの

と、時間も2時間半と決まっていたので

全員3コースずつ走ってもらいました

が、参加者が増えれば予選決勝方式を

とる事になるでしょう。 

翌7日に屋外の部と表彰式が行われた

のですが、私は6日で引き上げなければ

ならなかったので「クイックOの入賞者

に」と三条の詰め合わせのお菓子を多

めに用意して行き、岐阜の方に預けま

した。 

後日、岐阜県協会の牧ヶ野さんやご家

族で参加された斎藤（旧木植）早生さ

んからメールをいただきまして、お二

人からは「子どもたちはとても喜んで

いた」とありました。 

上位に入って表彰されれば、子どもは

ものすごく喜びます。自分も三条市民

大会でメダルをもらった時はとても嬉

しかった事を今でも覚えていますし、

その事が「また来年も参加しよう」と

するモチベーションになっていた事は

間違いありません。 

 

「賞状・メダル・賞品」の3点セット

は、特に小学生の参加するイベントに

あっては必須です。多摩OLさんのジュ

ニアチャンピオン大会は見習うべき大

会の1つです。 

来年もまた乗鞍で同じように大会が

開催され、今年参加した子どもたちが

また参加してくれ、更に参加者も今年

より増え、将来JWOCに出るくらいの逸

材が岐阜から登場すれば、私が乗鞍に

行った意味もあったかなと思っていま

す。 

私は前にも申し上げましたが、オリエ

ンテーリングを初めての子どもにさせ

る場合でも、1人で走れる方法で実施す

るべきであると考えています。 

 安全上の理由で屋外でグループで

させるならば、むしろ校内などの全員

が見渡せる安全な範囲でキッズOなり

クイックOなりスターリレー方式なり

の方法を採用した方がよっぽどオリエ

ンテーリングの普及に効果があり、オ

リエンテーリングの魅力を子どもに伝

える事ができるというのが私の主張で

す。35年前ならいざ知らず、今では「キ

ッズO」と「クイックO」という初心者

でも1人でオリエンテーリングが出来

る方法が見つかったのですから。 

 

 

「グループでさせない方が良い」とす

る理由はいくつかありまして、いずれ

も実体験に基づくものです。 

 

・2006年2月号のマガジン記事「もう

やめにしませんか？小学生組。」にも

書きましたが、村松の大会で5人グルー

プの女子小学生（高学年）がグループ

のコースを廻って帰ってきた時に、ス

タッフの方が「君たち、今度は１人ず

つ廻って来るんだぞ」とその女の子た

ちに言った所、女の子たちが「えぇ

～！！？？」っという反応を示したこ

と。 

 

・去年の6月に三条市内の小学4年を対

象に、村越さんが巴小などで実施した

方法通りに「1人ずつで校内でフリーポ

イントO」のあと「校外でグループでス

コアO」というスケジュールでオリエン

テーリングを行いアンケートをとった

ところ、「また友達と一緒にやりたい」

と答えた子どもがほとんどで、「友達

と競いたい」と答えた子どもは1人しか

いなかったこと。 

 

・今年8月に三条市内のある集落の子

どもを対象に、各学年1人ずつを含むグ

ループでのフリーポイントオリエンテ

ーリングを行った際、足の速さの差で

グループ内の全ての子どもが楽しめな

かったように見受けられたこと。足の

速い子は遅い子に合わせなければなら

ず、また遅い子も自分のせいで早くゴ

ールできない事を辛く思い、いずれも

楽しさが半減したと思われたこと。 

※その後１人ずつクイックOをやりま

したが、子どもたちはそれまで暑くて

だるそうだったのにクイックOは元気

に何回も楽しんでくれました。 

 

・今月の乗鞍で、クイックOの説明の

時に「1人で走ってタイムを競います」

と話した所、やはりオリエンテーリン

グ経験のある女子小学生から「ええ

～！」というどよめきが聞こえたこと。

（やはりか…）と思いました。 

 

これまでの私の経験からして、特に5

～6年の女子になると、「1人で走るオ

リエンテーリング」に拒否反応を示す

場合が多いように感じています。本当

に子どもたちをオリエンティアに育成

しようとするならば、小学校低学年の

うちから1人で走らせる事が必要と感

じています。 

「走らせる」と書いていますが、子ど

もは言わなくても勝手に走ります。乗

鞍でも「タイムを競う」とは競技ルー

ル上言っていますが、子どもたちに「走

れ」とは1回も言っていません。でもみ

んな走りました。 

どんなスポーツでも好き嫌いや得意

苦手があるのですから、1人で走らせて

みて楽しくなかったら、その子はオリ

エンテーリングに縁が無かったものと

割り切る必要があります。 

 

少年自然の家などの施設で常設コー

スを用いてのオリエンテーリングが可

能だったりしますが、大抵は安全上の

理由あるいは「協調性」や「協働して

問題解決する力」を育むという狙いで

グループでさせるケースが圧倒的だと

思います。そもそも小学校での活動は

グループで行う事が基本ということも

あるかもしれません。 

しかし、「1人で走る」オリエンテー

リングに協調性や協働して問題解決を

する能力が必要かと言えば、そうでは

ありません。オリエンテーリングが歩

いても出来てしまうことと同様に、グ

ループで行うと「協調性」や「協働し

て問題解決する力」がはぐくめてしま

うのです。オリエンテーリングで育ま

れて欲しいのは、自ら考え行動する能

力です。 

そういう意味でも、私はこのような施

設で子どもにグループでオリエンテー

リングをさせる事にも否定的な立場で

す。同じ内容でやるなら「ロゲイニン

グ」か「マップウォーク」など、違う

名前で実施して欲しいという考えです。 

 

自然の家でのグループで行うオリエ

ンテーリングと、本来の姿であるはず

の1人で走るオリエンテーリングとは

違う事をやっているのです。名前を変

えて当然と思っています。 
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【参考】新潟県少年自然の家の野外活

動プログラム 

「オリエンテーリング」と「フォトオ

リエンテーリング」がありまして、い

ずれもグループで行う事を前提として

います。 

 
新潟県少年自然の家活動紹介から 

 

このような施設で初めてオリエンテ

ーリングを行う子どもたちはたくさん

います。最初のオリエンテーリングの

体験がグループで行われるから、「オ

リエンテーリングはグループで行うも

の」というイメージが付くのだと考え

ています。そしてその後で「オリエン

テーリングは1人で走るスポーツです

よ」と聞かされると、子どもはショッ

クを受けるのです。 

このような野外活動施設で「オリエン

テーリング」ができてしまうことが、

実は1人で走るオリエンテーリングの

普及を阻害する要因になっていると感

じます。オリエンテーリングのチュー

トリアルにもなっていないし、現場の

方も学校側もそこまでの認識を持って

いないのが現実です。 

（藤島由宇） 

 

 

岡山県協会の取り組み 
佐藤旭一 

全国的に OL 人口の減少がいわれて

いますが岡山県も例外ではありませ

ん。要因は種々あり地域によってその

ウエートも異なると思いますが、当県

が認識する一番の要因は「場の提供不

足」と考えました。 

その反省のもと数年前にありたい

姿も掲げた長期計画を策定し、「初心

者に配慮したイベントであるととも

に、いわゆるオリエンティアにも満足

してもらえる大会志向」をモットーに、

大会、初心者向け講習、各種体験活動

に取り組んできました。 

以下はその活動の重視ポイントで

す。（一部近況含む） 

 

・大会のテレインは繰り返し使って

でも開催頻度を上げることを優先し、

毎年おなじみのイベントにする。ただ

しマンネリ化にならないよう気づき

事項を都度「イベント改善事項」に記

録し改善を計る。 

なお、開催頻度増による運営負担

を抑えるため、要項、プログラム、

運営要領、準備スケジュール、準備

物件の段取り等標準モデルを整備

し省力化する。 

 

・グループクラスは多様な参加層

に配慮し、チャレンジ、ハッスル、

ジュニア、体験クラス等のクラスを

設け軽んじることなく個人クラス

と対等に扱う。キッズ O、初心者向

けトレイル Oも極力併設する。 

またコース、会場レイアウト、競

技形態も個人クラスと一体で扱い、

個人の競技風景がよく目に触れる

よう配慮する。なおコース地図はグ

ループメンバ全員に配布するよう

昨年度から改めた。 

 

・参加慣れしない層に余分な負担

を与えないため、参加費は極力抑え

当日徴収とし、スタート時刻も受付

で参加者と調整してから決める。も

ちろん当日参加申し込みも参加費

以外は全く同等に扱い、当日用見込

地図の余りや事前申込者の当日不

参加はやむを得ないと割り切る。 

 

・アンケート用紙を配布し得られ

た感想、意見を即反映する。これら

をもとに受け付けの改善、EMIT 導入、

給水所の設置、クラス追加等種々改

善を計ってきた。 

 

・広報は県協会サイトでの紹介と

ともに、記者クラブへの投げ込み、

新聞のイベント紹介欄への掲載と

成績結果の掲載、地元行政広報誌へ

の掲載等地元への広報を重視する。

このため社会的認知度を得るべく、

県、県教委、地元行政、同教委の後

援は必ず取り付ける。 

これまで NHK テレビでも 2 回特集

してもらったが、CATV、FM を含めた

ラジオ放送、新聞取材記事等毎年複

数のイベントを複数のメディアに

取り上げてもらっている。 

 

 
今年 4 月の岡山県白石島での 

オリエンテーリング大会でのテレビ取材 

 

 

・初心者講習、体験活動ではパワー

ポイントによる説明資料を 100 コマ

以上用意し、プロジェクタを使って入

門編（抜粋）、入門編、テクニック編

等目的と対象者に応じた内容をスラ

イドショーで説明する。また「配布資

料」形式で印刷し全員に配布する。 

 

・イベントの参加者推移を一覧にし、

ベンチマークとして把握分析し改善

につなぐようにする。 

 

・OL が県内の少しでも多くの人に親

しまれ楽しんでもらえるよう、その橋

渡しになれればとの思いを編集の基

本スタンスにして web サイトを立ち

上げている。 

イベントの案内、結果等を都度詳し

く掲載しているが、多くの方に親しみ

を持って見ていただいているようで

ある。 

 

その成果は確実に現れており、方針

は間違っていなかったと確信してい

ます。06 年度 2 大会と 3 つの初心者

イベントで約 300 名の参加者でした

が、09 年度は 5 大会、3つの初心者イ

ベントで約 700 名の参加を得ました。 

特徴的なことは、初心者、特にグル

ープ参加者が多く県外からのオリエ

ンティアも徐々に増えてきており、リ

ピーターの人が新しい人を誘ってい

ただいている様子もうかがわれます。 

 

JOA 主催の普及方法研修会の内容に

基づき分析すると「未体験者を体験者

にするための施策は順調」、「オリエ

ンティアの満足度を得る施策も順調」

であるが、「体験者を愛好者（初中級

者）にするための施策は十分とは言え

ない」と判断しています。 

これらを踏まえて、従来からのモッ

トーに今年度「初心者をホスピタリテ

ィあるオリエンティアに育てる」を加

え、スキルアップしながら仲間意識を

培うための練習会兼初心者教室、運営

研修会のイベントを新たに設けまし

た。大会ではルートアナリシスの場を

設け、初中級者に対する競技後のケア

につなげる試みを始めました。また広

島県とタイアップし「山陽路パークＯ

シリーズ戦」も始めました。 

 

小生らがＯＬにはまり込んだ時代

と環境は大きく異なり価値観も多様

ですが、このスタンスでの活動を続け

ていけばＯＬの魅力とその価値につ

いて共感を得て、ともに歩もうとされ

る方が多くでてこられるものと信じ

ています。 
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一方、我々弱小のローカル組織、い

つまでもＯＬ黎明期からのメンバー

が中核ではどうにもなりません。5年

先 10 年先を見据え、組織が化石にな

らぬよう生き抜き、かつ成長させるた

め、県協会として限られたリソースを

有効に活用しながら、パイを拡げてい

く取り組みが不可欠と判断していま

す。 

そのようなことを総合判断し、OL 黎

明期からのクラブの枠にとらわれず

県協会として一体となり、リソースを

効果的に使った組織的な活動が何よ

り重要のスタンスで臨んでいます。結

果としてクラブの活性化にもつなが

れば、これに越したことはありません。 

限られたリソースの中、もんじゅみ

たいに投入する力以上のエネルギー

が将来の県協会にバックしてくるこ

とを信じて取り組んでいます。 

 

最後に全く別の観点からですが、木

村佳司さん、山川さん、的場さんのご

支援により開催できた 2005 年全日本

リレー大会の成功体験が、当県協会の

普及活動取り組みへの大きな動機付

けになっていることは申すまでもな

く、弱小組織で考慮すべき重要なポイ

ントと思っています。先般トレイル O

協会が全面的に支援して開催された

「トレイル O 四国 in まんのう」はま

さにそれだと思います。 

（佐藤旭一） 

 

 

 

  岡山県協会主催大会参加者数の変化     

  2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 

  個人 グループ 個人 グループ 個人 グループ 個人 グループ 個人 グループ 

白石島大会 30 名 
22 組 65

名 
39 名 

26 組 70

名 
30 名 

32 組 108

名 
47 名 

35 組 125

名 
30 名 

41 組 145

名 

  52 組 95 名＋5 名 
65 組 109 名＋7 組

25 名 
62 組 138 名＋11 名 82 組 172 名＋14 名 71 組 175 名+21 名 

福田公園大会 
17

名 
8 組 13 名 13 名 

7 組 18

名 
18 名 9 組 32 名 20 名 7 組 17 名     

  
25 組 30 名＋3 組

13 名 

20 組 31 名＋11 組

20 名 

27 組 50 名＋8 組 15

名 
27 組 37 名＋18 名   

操山大会     26 名 
9 組 26

名 
26 名 16 組 60 名 50 名 9 組 27 名     

  - 35 組 52 名 42 組 86 名 59 組 77 名 - 

吉備高原大会         34 名 12 組 34 名 51 名 11 組 36 名     

  - - 46 組 68 名 62 組 86 名   

トレイル＆パー

クＯ大会 
            26 名 17 組 48 名     

  - - - 43 組 74 名   

ライフパーク地

図読み講座 

12 名×2 回、20 名

×2 回 
29 名×3 回 37 名×3 回 17 名×3 回   

スポレク inＯＫ

ＡＹＡＭＡ 
20 組 60 名 44 組 125 名 52 組 126 名 56 組 100 名   

レク祭り in 桃太

郎アリーナ 
- - - 26 組 61 名   

秋の里実りのフ

ェスティバル 
20 名 - - -   

インストラクタ

養成講習会 
- - - 3 名   

大会運営勉強会 - - - - 9 名 

練習会 - - - - 
12 名(＃1)/10 名（＃

2） 

参加者総数参加者総数参加者総数参加者総数    287287287287 名名名名    449449449449 名名名名    605605605605 名名名名    693693693693 名名名名      

                      

きのこ新入職員

研修 
39 名 50 名 50 名 37 名 34 名 

中学生自然教室

(福田南中) 
180 名 176 名 - -   

中学生自然教室

(多津美中) 
- 166 名 - -   

笠岡 JC 30 名 - - -   

中国女子短大生

研修 
- - 100 名 -   

参加者数 249 名 392 名 150 名 37 名   

 ※各下段の＋～がある部分は、トレイルＯ、キッズクラス、お遍路クラス等の参加者数  

 

 


